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 要 旨   
目的： 
アルコールは食道粘膜に直接作用しバレット食道がんのリスクを上昇する可能性がある

が、アルコールとバレット食道がんのリスクを検討した研究結果は一致していない。アル

コール量とアルコールの種類別にバレット食道がんとの関連を検討した。 
方法： 
地域住民を対象とした症例・対照研究を行い、症例は異型性のないバレット食道がん 285

例、異型性のバレット食道がん 108 例、対照は 313 例の内視鏡検査を受けた急性炎症患者

と 644 例の地域住民とした。多変量ロジスティックモデルを用いて、飲酒量別にバレット

食道がんのオッズ比(OR)と 95%信頼区間(95%CI)を算出した。 
結果： 
飲酒量は異形性のないバレット食道がんと負の関連をみとめ、非飲酒者や一週間あたり

１杯しか飲酒しない者と比較すると、一週間あたり 7杯から 20杯飲酒する者の ORは 0.53、
95%CI は 0.31-0.91、一週間あたり 21 杯から 41 杯飲酒する者の OR は 0.37、95%CI は

0.19-0.73 であった。飲酒量は異形性を伴うバレット食道がんとも負の関連をみとめ、非飲

酒者や一週間あたり１杯しか飲酒しない者と比較すると、一週間あたり 7 杯から 20 杯飲酒

する者の OR は 0.52、95%CI は 0.19-1.43、一週間あたり 21 杯から 41 杯飲酒する者の OR
は 0.22、95%CI は 0.07-0.73 であった。アルコールの種類別検討でもビールとワインは同

様に食道がんと負の関連を認め、特にビールでは直線的な関連を認めた。蒸留酒はおよぼ 2
倍のリスクであったが、統計的に有意なものではなかった。 
結論： 
飲酒はバレット食道がんのリスクを上昇させておらず、ビールとワインでは飲酒量は食

道がんと負の関連を認めた。その機序については不明である。 

 




